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港
新
聞
８
面

０
６
１
５
０
８

奥

井

（
前
号
あ
ら
す
じ

昭
和
十
九

年
に
陸
軍
へ
入
隊
し
た
私
は
二

十
年
に
中
国
戦
線
へ
。
南
京
か

ら
任
地
・
通つ

う

城じ
ょ

まう

で
の
四
十
日

行
軍
で
は
余
り
の
苛
酷
さ
に
自

殺
者
も
出
た
。
通
城
で
は
初
年

兵
教
育
が
始
ま
っ
た

）

◆
休
む
暇
な
ど
な
か
っ
た

起
床
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
と
整
列

・
点
呼
。
寝
具
を
畳た

た

ん
で
班
内

の
掃
除
。
飯め

し

上
げ
（
当
番
が
班

の
分
を
受
け
取
り
に
行
く
）
、

五
分
間
で
朝
食
、
食
缶
（
食
器
）

返
納
。
再
び
整
列
し
て
演
習
が

始
ま
り
ま
す
。

演
習
で
は
匍ほ

匐ふ
く

前
進
（
腹
ば

い
で
肘ひ

じ

と
脛す

ね

を
使
っ
て
進
む
）

の
訓
練
な
ど
が
あ
り
、
合
間
に

は
歩ほ

し

哨ょ
う

に
も
立
ち
、
休
む
暇
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
何
か
上
官
の
気
に
食

わ
ぬ
事
が
あ
れ
ば
、

目
標
、

向
こ
う
の
高
地
五
百

の
豚
。

早
駆
け
、
前
へ
！

な
ど
と
命

ぜ
ら
れ
ま
す
。
全
員
で
我わ

れ

先さ
き

に

走
っ
て
行
く
と
、
豚
は
逃
げ
回

っ
て
と
て
も
捕つ

か

ま
え
る
こ
と
な

ど
出
来
ず
、
何
と
も
情
け
な
い

思
い
を
し
た
も
の
で
し
た
。
目

標
はに

鶏わ
と

のり

場
合
も
あ
り
、
そ
れ

ら
を
剣
で
突
き
刺
し
て
持
ち
帰

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

◆

こ
れ
で
最
期
か

と

初
年
兵
教
育
が
始
ま
っ
て
十

日
ほ
ど
経た

っ
た
頃
。
夜
間
に
突

然
、
討
伐
（
戦
闘
）
命
令
が
下

り
ま
し
た
。
近
く
の
山
峡
を
通

過
す
る
千
名
ほ
ど
の
中
国
兵
と

交
戦
す
る
た
め
で
し
た
。

古
参
兵
と
一
緒
に
山
腹
で
息

を
殺
し
て
待
ち
ま
し
た
。
隊
長

は

全
員
着
剣
せ
よ
。
敵
が
来

た
ら
突
っ
込
め

と
命
令
し
ま

し
た
。
が
、
明
け
方
に
な
っ
て

増
援
部
隊
と
合
流
し
、
中
国
軍

の
後あ

と

を
追
い
ま
し
た
が
、
既
に

何い
ず

処こ

か
へ
去
っ
て
い
ま
し
た
。

結
局
、
交
戦
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
時
、
我
々
は

愛
国
心
に
燃
え
て
い
た
と
は
い

え
、
ま
だ
小
銃
の
撃
ち
方
さ
え

習
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
突

撃
命
令
に
は
さ
す
が
に

こ
れ

で
最
期
か

と
死
を
覚
悟
し
た

も
の
で
し
た
。

◆
対
抗
ビ
ン
タ
な
ど
毎
日

一
方
、
軍
隊
内
部
で
は

強

い
軍
人
精
神
を
養
う
た
め

と

い
う
名
目
で
、
様
々
な
制
裁
が

初
年
兵
に
科
さ
れ
ま
し
た
。
班

の
中
の
一
人
で
も
何
か
粗そ

相そ
う

が

あ
る
と
、

連
帯
責
任

と
い

う
こ
と
で
全
員
に
、
今
で
言
う

い
じ
め

と
し
か
言
い
よ
う

の
な
い
理
不
尽
な
罰
が
毎
日
の

よ
う
に
加
え
ら
れ
た
の
で
す
。

対
抗
ビ
ン
タ
（
向
き
合
っ
て

相
手
の
頬
を
交
互
に
打
ち
合

う
）
、

母
の
手

と
書
い
た

大
杓し

ゃ

子く
し

で
殴
打
、
整
頓
棚
の
下

で
中
腰
の
捧さ

さ

げ
銃つ

つ

、
自
転
車
に

三
人
乗
り
で
神
社
参
り
、う

鶯ぐ
い

のす

谷
渡
り

ミ
ン
ミ
ン
蝉ぜ

み

な

ど
と
名
付
け
ら
れ
た
惨み

じ

め
な
芸

の
強
要

等
々
。
こ
れ
ら
は
あ

る
意
味
、
演
習
や
戦
闘
以
上
に

辛つ
ら

い
も
の
で
し
た
が
、

一
人

前
の
軍
人
に
な
る
た
め

と
ひ

た
す
ら
耐
え
続
け
ま
し
た
。

◆
休
日
に
ス
ト
レ
ス
発
散

そ
う
し
た
厳
し
い
軍
隊
生
活

の
ス
ト
レ
ス
と
若
い
精
力
を
発

散
さ
せ
る
た
め
、
休
日
に
は
ほ

と
ん
ど
の
兵
が
慰
安
所
（
公
認

の
売
春
施
設
）
へ
向
か
い
ま
し

た
。
部
隊
か
ら
は

性
病
を
貰も

ら

わ
な
い
よ
う
に

と
衛
生
サ
ッ

ク
（
コ
ン
ド
ー
ム
）
が
支
給
さ

れ
ま
し
た
が
、
横お

う

着ち
ゃ

をく

し
て
使

わ
ず
、
梅
毒
な
ど
に
感
染
し
て

し
ま
う
者
、
ま
た
欲
情
に
任
せ

て
何
度
も
遊
び
ま
く
り
、
一
日

で
給
料
を
使
い
果
た
し
て
し
ま

う
者
な
ど
も
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
同
年
六
月
、
三
カ

月
間
の
初
年
兵
教
育
を
終
え
、

全
員
が
一
等
兵
に
進
級
し
ま
し

た
。
私
は
下か

士し

官か
ん

候
補
生
と
し

て
武
昌

ぶ
し
ょ
う

の
養
成
学
校
で
さ
ら
に

三
カ
月
の
訓
練
を
受
け
、
卒
業

し
て
兵
長
に
昇
進
、
再
び
通
城

に
戻
り
ま
し
た
。

そ
し
て
終
戦
ま
で
の
二
カ
月

間
、
討
伐
に
も
何
度
か
参
加
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
戦

後
問
題
と
な
る
中
国
兵
の
処
刑

や
中
国
人
の
虐
殺
な
ど
が
あ
っ

た
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

中

ふ
じ

た

ひ
さ
し

）（
市
岡

）

ふ
じ

た

ひ
さ
し

）（
市
岡

）

本
興
行
の
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
の
一
環
。
入
場
無
料
。
第
六

回
は
六
月
二
十
六
日
（
日
）
十

四
時
か
ら
田
中
機
械
ホ
ー
ル

（
南
市
岡
三

六

二
六
）
で
。

六
五
八
三

〇
三
二
六
近
藤

（
ふ
と
ん
館
ひ
ら
の
や
）
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

月
替
わ
り
で
季
節
感

溢
れ
る
企
画
。
六
月
は
毎
年
恒

例
築ち

っ

光こ
う

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

関
連
企
画

七
時
半

十
八
時

（
土
祝
十
一
時

）
、
水
日
休
。

海
岸
通
一

五

二
八
天
満
屋

ビ
ル
（
地
下
鉄
大
阪
港

出
口

か
ら
西
へ
歩
五
分
）

六
五
七

六

〇
八
八
〇
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
ま
す

い

い
服
な
の
に
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い

そ
ん
な
時
に
。
簡
単
な
直
し

で
も
お
気
軽
に
。

０
９
０
・

５
８
９
８
・
１
９
４
５
セ
ツ

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
１
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

八

月
の
光
の
中
で

（
６
面
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

浪
花
の

映
画
大
特
集

（
上
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

の
粋い

き

な
世
界
を
描
く
五
十
作
品

を
一
挙
上
映
。
大
阪
城
天
守
閣

復
興
八
十
周
年
・
通
天
閣
誕
生

百
周
年
記
念
。上
映
作
品
は
浪

華
悲エ

レ

歌ジ
ー

残
菊
物
語

め

し
し

春ゅ
ん

琴き
ん

物
語

大
阪
の
宿

近
松
物
語

夫め

婦お
と

善
哉

忘
れ
じ
の
人

わ
が
町

女
殺
しあ

油ぶ
ら

地の
じ

獄ご
く

大
阪
物

語

浪
花
の
恋
の
物
語

写
真

貸
間
あ
り

太
陽

の
墓
場

が
め
つ
い
奴

大

坂
城
物
語

女
の
勲
章

背

徳
の
メ
ス

悪
名

女
系
家

族

ス
チ
ャ
ラ
カ
社
員

横
堀

川

白
い
巨
塔

河
内
カ
ル
メ

ン

心
中て

天ん
の

網あ
み

島じ
ま

家
族

ど

て
ら
い
男や

つ

曽
根
崎
心
中

泥

の
河

道
頓
堀
川

さ

細さ
め

雪ゆ
き

潤

の
街

王
手

他
。
上
映
期

間
は
七
月
二
十
三
日

九
月
二

日
。
当
日
一
般
千
四
百
円
。
上

映
時
間
な
ど
詳
細
は
同
館
（
地

下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六

五
八
二

一
四
一
六
）
へ
。

●
市
岡
＠あ

っ

ほと

ー
む
寄
席

地
元

運
営
の
新
た
な
地
域
寄
席
。
吉

●
交
通
科
学
博
物
館

モ
デ

ル
シ
ッ
プ
友
の
会
作
品
展

蒸

気
船
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
船

舶
の
緻
密
な
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
作
品
を
一
堂
に
。
七
月
二
日

八
月
二
十
七
日

近
畿
大
学

鉄
道
研
究
会
鉄
道
展

ス
ノ
ー

・
カ
ン
ト
リ
ー

憧
れ
の
北
の

大
地
へ

北
海
道
の
車

両
や
沿
線
観
光
地
な
ど
を
パ
ネ

ル
や
模
型
で

写
真
は
展
示
写

真
の
一
枚
。
六
月
十
八
、
十
九

日
（
十
九
日
は
十
五
時
ま
で
）

十

十
七
時
入
館
、
月
曜
休

館
（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌
火
曜

休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら
振
替
休

な
し
、
春
夏
休
み
開
館
）
。
高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
１
回
定
期
演

奏
会

桂け
い

冠か
ん

名
誉
指
揮
者
・

飯
守
泰た

い

次
郎

写
真
右

と
同

フ
ィ
ル
に
よ
る
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

交
響
曲
全
曲
ツ
ィ
ク
ル
ス
の
第

一
回
。
気
鋭
の
女
性
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
松
田
理
奈

写
真
左

は
ブ
ル
ッ
フ
に
挑
む
。
演
奏

曲
目
は

池い
け

辺べ

晋
一
郎

悲
し

み
の
森

ブ
ル
ッ
フ

ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
ト
短
調

作
品

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

交

響
曲
第
１
番
ハ
短
調
（
リ
ン
ツ

稿
）
。
七
月
八
日
（
金
）
十
九

時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
（

福
島
）
で
。
十
八

時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ
ト

ー
ク
。

五
千
円
、

四
千
円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六

五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

夏
の
こ
ど
も

か
い

七
月
十
六
日（
土
）十
四

時
半

十
五
時
半
、
港
区
民
セ

ン
タ
ー
二
階
集
会
室
。
絵
本
で

お
な
じ
み
の
だ
る
ま
ち
ゃ
ん

の
人
形
が
登
場
。申
込
不
要
、直

接
会
場
へ

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

図
書
館
を
拠
点

に
区
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活

動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
。
原
則
と
し
て
七
月
四
、
十

一
、
二
十
五
日
、
八
月
八
日
、

九
月
八
、
二
十
一
日
の
全
六
回

講
座
を
受
講
で
き
る
人
。
受
講

費
無
料
。
会
場
は
大
阪
市
立
中

央
図
書
館
な
ど
。
定
員
十
名
。

問
合
せ
・
申
込
は
電
話
か
来
館

で
港
図
書
館
へ
。
申
込
〆
切
六

月
三
十
日

図
書
展
示

こ
ど

も
の
ほ
ん
だ
な

展

昨
年
出

版
さ
れ
た
児
童
書
か
ら
図
書
館

お
薦す

す

め
を
紹
介
。
冊
子
無
料
。

七
月
一
日

八
月
三
十
一
日

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西

を
中
心
に
活
躍
す
る
中
堅
・
若

手
芸
人
に
よ
る
定
例
地
域
寄

席
。
出
演
は
笑
福
亭
学が

っ

光こ
う

、
旭

堂
南な

ん

鱗り
ん

を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
、
今

回
は
桂
米べ

い

紫し

、笑
福
亭
べ
瓶べ

も
。

六
月
二
十
二
日
（
水
）
十
九
時

二
十
時
半
。
入
場
無
料
。
当

日
先
着
百
二
十
名
。

六
五
七

七

一
四
三
〇
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
懐
か
し
の

名
画
大
会

西さ
い

鶴か
く

一
代
女

監
督
は
溝
口
健
二
。
出
演
は
田

中
絹
代
、
山
根
寿
子
、
三
船
敏

郎
他
。
一
九
五
二
年
作
品
。
七

月
八
日
（
金
）
十
四
時

。
会

費
百
円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡

屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園

隣
）。問
合
せ
は

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
松
浦
由
美
子

さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽
喫

茶
。

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
実
験
劇
場

茶
色
の
朝

日
本
は
今
、

何
色
の
朝

？

混
迷
す

る
社
会
へ
の
危
惧
と
風
刺
と
警

告
を
込
め
て
歌
と
朗
読
で
構
成

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
六
月
十
九

日
（
日
）
十
四
時
か
ら
兵
庫
県

立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
阪
急

西
宮
北
口
駅
す
ぐ
）
神
戸
女
学

院
ホ
ー
ル
で
。
一
般
三
千
円

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

七
月
一

日
十
九
時
か
ら
谷
村
和
美
（
フ

ル
ー
ト
）
＋
吉
野
正
江
（
ピ
ア

ノ
）
。
一
飲
物
付
二
千
円
。
定

員
十
五
人
、
要
予
約

は
な
ま

る
カ
フ
ェ

七
月
二
十
九
日
十

九
時
か
ら
越お

智ち

玲れ
い

華か

（
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
）＋
藤
原
保
博（
ギ
タ

ー

ヴ
ォ
ー
カ
ル
）。一
飲
物
付

千
円

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
は
天
王
寺

区
上
本
町
六

二

三
七
、
地

下
鉄
谷
町
九
丁
目
駅

出
口
、

六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

浪な
に

花わ

の

映
画
大
特
集

映
画
の
発
祥

地
で
あ
り
、
そ
の
舞
台
と
し
て

も
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
浪
花
の

町
。
そ
こ
に
生
き
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
人
々
の
姿
や
男
女

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

南市岡3-6 -26田中機械内�

平日　午後5時～11時�
日祝　午後4時半～9時�
定休　水曜日�

至弁天町�
至
大
阪
港�

至
境
川�すし半�
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